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●
情

勢

人
事
院
は
「
50
歳
台
は
公
務

の
給
与
水
準
が
民
間
を
大
き
く

上
回
っ
て
お
り
、
特
に
50
歳
台

後
半
層
の
官
民
較
差
は
拡
大
し

て
い
る
た
め
、
速
や
か
な
是
正

が
必
要
」
と
引
き
下
げ
の
理
由

を
挙
げ
、
「
従
来
の
給
与
カ
ー

ブ
を
引
き
下
げ
る
是
正
で
は
、

40
歳
台
ま
で
影
響
が
及
ぶ
た
め
、

50
歳
台
後
半
層
の
給
与
に
一
定

率
を
乗
じ
て
給
料
を
引
き
下
げ

た
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
公
務
員
連
絡
会

は
、
「
今
回
の
手
法
は
、
査
定

昇
給
制
度
で
定
め
て
い
る
55
歳

以
上
の
昇
給
抑
制
措
置
（
普
通

昇
給
は
２
号
俸
）
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
も
の
。
職
務
給
の
原

則
に
も
反
す
る
」
、
「
高
年
齢

層
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が

り
、
職
場
が
持
た
な
く
な
る
」

と
反
論
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

回
の
内
容
は
制
度
上
の
大
き
な

見
直
し
で
、
十
分
に
時
間
を
か

け
て
協
議
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
拙
速
に
も
今
年
の
勧
告

で
実
施
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

こ
れ
ま
で
の
公
務
員
連
絡
会
と

人
事
院
の
協
議
ル
ー
ル
を
無
視

す
る
も
の
で
断
じ
て
認
め
ら
れ

な
い
と
し
、
提
案
撤
回
を
求
め

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
各
単
組
で
の
取
り
組
み

①
大
型
ハ
ガ
キ
行
動

・
７
月
27
日
ま
で
に
人
事
院
へ

・
組
合
員
一
人
５
筆

②
職
場
決
議

・
情
勢
周
知
と
合
わ
せ
て
職
場

決
議
の
取
り
組
み

・
可
決
さ
れ
た
決
議
を
８
月
４

日
人
事
院
総
裁
へ
必
着
の
こ
と

2010.7.22
＝第14号＝

自治労北海道
後志地方本部
〒044-8588

倶知安町北１条東２丁目

後 志 総 合 振 興 局 内

TEL 0136-22-6636

FAX 0136-21-2105

夏
を
迎
え
、
各
町
村
で
は
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
京
極
町
の
「
し
ゃ
っ
こ

い
ま
つ
り
」
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
お
目
当
て
は
、
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
界
の
ア
ニ
キ
こ
と
水
木
一

郎
を
見
る
た
め
に･

･･

。

さ
す
が
ア
ニ
ソ
ン
界
の
ア
ニ

キ
。
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の
黄

色
い
声
援
を
受
け
な
が
ら

「
ゼ
ェ
ー
ッ
!!
」
と
熱
唱
。

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
片
手
に
ア

ニ
キ
と
一
緒
に
「
ゼ
ェ
ッ
ト
」

と
歌
っ
て
い
た
僕
っ
て
、
端
か

ら
見
た
ら
、
か
な
り
マ
ニ
ア
ッ

ク
に
映
っ
て
い
た
か
も･

･･

。

(

書
記
長

河
田)

ア
ニ
キ
と
ア
ニ
メ
と

マ
ニ
ア
ッ
ク

50
歳
代
後
半
層
給
与
の
定
率

引
き
下
げ
を
人
事
院
が
検
討

全
組
合
員
で
の
取
り
組
み
で
、

怒
り
の
声
を
届
け
よ
う
！

＜えさきたかし 当選時のコメント＞

この一年間、全国の皆さんから暖かい激励をい

ただき、今日までがんばってくることができま

した。非常に厳しい選挙戦でしたが、議席を確

保することができました。

すべての皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです。

また、高嶋参議の議席を受け継ぐことができた

ことを私自身うれしく感じていると同時に、お

約束している「5つの先へ、先へ。」の前進をめ

ざす責任の重さをかみしめているところです。

私の行動の原点は、全国で見聞きしてきた現場

からであることを忘れずに、全力で取り組んで

いく決意です。

今後とも、ご指導とご鞭撻をいただきますよう

お願いいたします。

ありがとうございました。


